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謹でも学べる：医薬品と医療について知る学習コース

A。U 『se
患者 ・ 市民の学び始めに…

◆医薬品の開発全般と、販売後の
副作用管理について

◆患者が必要とする開発を進める
ために貢献できること

◆処方された医薬品や診療での
情報の利活用について

◆製薬企業とのコミュニケー

ションの取り方について、など

Bcou 『se
患者会や市民団体の
活性化のために…

メンバーの一人一人がリ ーダー

シップを発揮するためのノウハウ

◆社会全体のヘルス ・ リテラシー

（健康意識）の向上に向けて
◆役に立つツ ールや書式
◆組織的な運営に必要なもの（目

標／体制／人材／広報／財務）など

Ecou 『se
病院の研究倫理審査委員会の
一般委員育成のために…

現在、最も求められている一般委員
に必要な知識とコミュニケーション

◆研究倫理と関連する法規制
◆臨床試験の

基

礎知識
◆スピーカ ー・ トレーニング
◆模擬審査での発言 ・ 対応の

あり方など

闘斃書（企露・研究書）向け：墓礎知識国際認定開発家のための学習コース
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 ◆創薬から市販後、医療技術評価までの

俯諏する年間学習
◆平日夜、年間96講義
◆業界 ・ 学会 ・ 当局の講師による講義
◆最終試験合格者に修了証書発行

D。U 『se
SMD(Specialist in Medicines Development)の
国際認定を取得する…

Pha「maTrainと国

際

製薬医学会(IFAPP)による
国

際

認定の開発専門家を育成

◆職場でのコンピテンシーで判定
◆知識だけでなく能カ・姿勢を重視
◆第三者による評価で客観性を重視
◆国際評価委員会による個人認定と証書発行

https://ji4pe.tokyo/course-a.html
https://ji4pe.tokyo/course-b.html
https://ji4pe.tokyo/course-e.html
https://ji4pe.tokyo/course-c.html
https://ji4pe.tokyo/course-d.html


医鶉晶闘舞企戴向けアクションと患書参画

職場トレー ニング
患者と共に職場の患者参画意識を改革

◆講義とワークショップ
◆グループ討議で問題意識の整理
◆患者エキスパー トも参加
◆論点整理、 アクションプラ

置講書の声

たくさんの声をこ紹介
◆Aコース（第6期）
Aさん
＂

臨床試験について知っていたつもりでも、 全体を俯
轍して考えが固定していたことに気づいだ

＇

Kさん
＂

患者の声を出すには共通言語が必要だとわかった。
十分な質問時間で他の患者さんと交流できだ

＇

◆Eコース （第2期）
Nさん
＂

豊富な講義やディスカッションで、 委員にならなく
ても人として生きていくうえで力をつけてくれるの
でお勧めしたい

＂

Wさん
＂

患者会での日々のコミュニケーションに即座に役立
った

＂

Tさん
審査委員会に患者さんが参加しやすい環境作りが重
要だと気付いだ

＇

コンサルティング
患者の声を直接聞くインタビューや調査の実施

◆オンデマンドで患者の声を聞く
◆患者エキスパー トによる実践的なアドバイス
◆患者会との調査研究コラボレーションなど

子供たちも楽しく学習

医癒マンガ辞典
コロナ禍でワクチンや検査 ・ 治療薬への社会的な関心
が高まりました。 未来を担う子供たちと一緒に考え
るマンガで楽しく学びましょう。
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一般社団法人医療開発基盤研究所

o��よ芯らどし。ok.com/ji4pe.tokyo

〇雲雷？品°言冨okyo

麗・ルー五t­̀\
 

お問い合せはこちらT

https://www.facebook.com/ji4pe.tokyo
https://twitter.com/ji4pe_tokyo
https://ji4pe.tokyo/watchvideo.html



